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一一般ニュース

一般

本部評価・分析課

平成 23 年度　学科の設置等につい
て

教養学部教養学科、統合自然科学科、学際科学科の設置

　平成 23 年４月１日から設置される、教養学部教養学
科、統合自然科学科、学際科学科の設置の趣旨・必要性
等は次のとおりである。

１．設置の趣旨・必要性
　東京大学教養学部は、late specialization を特徴と
しつつ、学際性と国際性を重視し、高度教養教育を行
う場として 1949 年に設置された。これまで、教養学
部前期課程の充実により一定の成果を収めてきたが、
教養学部後期課程においても、グローバル化により急
速に変化する社会や急速に発展する科学技術並びに複
雑化する学問に対応し、学生の要望に応えていくため
に、従来の学科・分科の枠組みを再編成し、さらな
る高度教養教育カリキュラムを策定することが必要と
なっている。このため、平成 23 年４月に、既存の６
学科を３学科へ改組することとした。
　具体的には、グローバル化による社会の急速な変動
と学問の変容の中で、広い視野のもと、多様なディシ
プリンを踏まえながら、問題群の流動化・問題領域の
複合化に創造的に対処し、その努力を具体的成果にま
とめあげることができ、国際的、社会的な諸分野で信
頼され活躍する力強い人材の養成を目的として、既存
の「超域文化科学科」「地域文化研究学科」「総合社会
科学科」を改組し、「教養学科」を設置する。
　また、境界領域の科学から一歩進んで、学問領域を
自由に越境、横断し、自然科学知をインテグレイト（統

合）し、新たな領域を開拓する研究者の養成や、深い
専門性と幅広い豊かな知性を有する自然科学的教養人
の育成を目的として、既存の「基礎科学科」と「生命・
認知科学科」を改組し、「統合自然科学科」を設置する。
　さらに、文理を問わず柔軟な思考と適切な方法論を
用いて、地球規模の多様な課題に総合的視点をもって
対処できる人材の養成を目的として、既存の「広域科
学科」及び「基礎科学科」を改組し、「学際科学科」
を設置する。

２．教育課程の編成の考え方・特色
＜教養学科＞
　教養学科では、高度教養教育を通じて、（ⅰ）総合
的な視点と柔軟な理解力、（ⅱ）国境や地域を自在に
横断しうる問題意識と能力を習得させる。また、学際
的専門性を磨く教育を通じて、（ⅲ）現代社会の要請
にひらかれた先鋭的な問題意識、（ⅳ）学際的で創造
的な問題解決の能力を習得させる。さらに、学生とと
もにある少人数の教育を通じて、（ⅴ）確かな自信と
達成感、（ⅵ）成熟した主体性を身に付けさせる。こ
れらの教育目的を達成するために、「超域文化科学分
科」、「地域文化研究分科」及び「総合社会科学分科」
の３分科を設け、人文・社会科学系の諸分野を、有機
的に連関する 18 のコースに再編し、学際的で多様な
専門科目を提供する。学生は、所属する分科の中から
１つのコースをメジャーとして選択・履修するが、所
属する分科内・外の他のコースをサブメジャーとして、
自由に横断的に選択・履修することができる。メジャー
/サブメジャーの専門的なプログラムの選択的・横断
的な学習を通じて、現代社会の要請に応じる先鋭的な
問題意識を養い、主題やアプローチを自ら創案しまと
めていく能力を習得させる。
　また、高度な教養を育むための学科共通カリキュラ
ムとして、「学科共通科目」の新設、「共通外国語」の
再編、「専門外国語」（「外国語による専門科目」）の新
設を通じて、総合的な視点と柔軟な理解力、高度な多
言語力を養い、国境横断的な問題意識や能力を習得さ
せる。
＜統合自然科学科＞
　統合自然科学科では、多様で深い選択を可能とする
教育システムを構築するため、分子や遺伝子・たんぱ
く質等を扱う学問としての化学や生命科学等の微視的
科学及び人間自身を科学的対象とする認知行動科学や
スポーツ科学を生命・人間科学の両輪と位置付け、「数
理自然科学コース」、「物質基礎科学コース」、「統合生
命科学コース」、「認知行動科学コース」の４コース及
び「スポーツ科学サブコース」を設ける。学生は４コー
スのうちいずれかを主専攻として選択するが、関心に
応じて他コース又はスポーツ科学サブコースを副専攻
として履修できる副専攻制を導入する。これにより、
学生は複数の分野を修得することが可能となる。
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＜学際科学科＞
　学際科学科では、文系・理系にまたがる学際的知識
を習得し、現代社会の複雑な課題に対する柔軟な思考
と適切な方法論を身に付け、新しい課題に総合的な視
点をもって対処できる能力を養うため、新たに「科学
技術論コース」、「地理・空間コース」、「総合情報学コー
ス」、「地球システム・エネルギーコース」の４つのコー
スを設け、この４つのコースを軸に教育課程を編成す
る。フィールドワークや実験、少人数による演習を多
く取り入れることにより、学生のコミュニケーション
能力を高め、柔軟で力強い人材を養成する。
　また、コース間の相互浸透性を高めるために、新た
にコース間を横断する「サブプログラム」を設け、各
コースによって、科学技術論、地理・空間、総合情報
学、地球システム・エネルギー、進化学の５つを開設
することで、複数の専門分野を系統的に習得させるこ
とを可能とする。
＜学科間連携による科目の提供＞
　学科間の柔軟な連携により、他学科の講義について
も積極的に履修できるようにするとともに、複数の学
科に関わる最新の研究成果を授業で紹介する「学融合
プログラム」として、「グローバル・エシックス」、「進
化認知脳科学」、「バリアフリー」、「科学技術インター
プリター」の４つのプログラムを提供し、学生の多様
な学習形態をサポートする。

３．学位
　　学士（教養）

４．入学定員
　　教養学科：65 人　
　　統合自然科学科：50 人
　　学際科学科：25 人

大学院工学系研究科精密機械工学専攻の名称変更

　平成 23 年４月１日から名称変更される、工学系研究
科精密機械工学専攻（新名称：工学系研究科精密工学専
攻）の名称変更の理由等は次のとおりである。

１．名称変更の理由
　精密機械工学専攻では、これまで、計測技術・メカ
トロニクス・加工技術などを基盤技術として、精密科
学機器や生産技術などの分野で多くの優れた成果を生
み出してきた。しかし一方で、製品あるいは人工物が
ひきおこした環境問題、資源・エネルギー問題、生産
の大半を海外に頼る産業構造など、日本の製造業は、
新興工業国との競争面で厳しい状況にあり、この危機
を打開するための、持続可能な社会を実現する技術が
求められている。本専攻では、精密科学やものづくり
産業を支える技術に革新を与える学術研究として、マ

イクロナノレベル現象の精密測定学、マイクロナノレ
ベルの加工現象を取り扱う精密加工学、これらの基盤
技術を駆使したモノの設計生産の高度化のための生産
科学、精密システム構成学、サービス工学等の学術研
究に取り組んでいる。また、同分野における優れた人
材の育成を目的に、精密機械（精度が性能を決める機
械、測定器、ロボット、コンピュータ、医療機械、宇
宙機器など）を作るためのハード（精密化）・ソフト
（知能化）・サービス開拓の知識や実践力を修得できる
よう、精密工学の基盤となる１) 計測工学、２) 精密加
工学、３) マイクロシステム工学、４) メカトロニクス
工学、５) 生産システム工学、６) 設計システム工学の
各分野に対応する授業科目を配置して教育を推進して
いる。
　また、本専攻へ進学する学部学生は、精密工学のベー
スとなる基礎工学を教育する工学部精密工学科の卒業
生が主となっている。
　そこで、学部学科の名称に合わせるとともに、実際
の教育内容に則した専攻名称となるよう、「精密機械
工学専攻」を「精密工学専攻」に名称変更する。

２．新名称の対象年次
　　第１年次

一般

本部管理課

地域とつながる　―柏ロッジの国際
交流―

　柏ロッジでは、昨年９月から２カ月間計16回にわたり、
相談主事（小貫元治特任准教授）が中心となり、柏市民
踊連盟会長の富泉旭連先生をお招きして日本舞踊レッス
ンを行った。
　11月７日（日）に行われた富泉流発表会では、柏ロッ
ジ居住者12名が参加し、華やかな群舞の『東京鳴子踊り』
と『米節』、宮城県民踊の『さんさ時雨』を披露した。

白塗り化粧に着物姿で『米節』を踊る留学生たち

　会場となった柏市民文化会館を埋め尽くした観客から
は大きな拍手で迎えられ、「２カ月間の練習とは思えない
程、よく踊れている」、「色々な国の学生たちが日本文化
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に興味を持ってくれて嬉しい」といった称賛のお言葉を
多数いただいた。
　また、11月 28日（日）、12月５日（日）には、柏市田
中近隣センターと柏市国際交流室のご協力を得て、柏ロッ
ジにて、相談主事と柏インターナショナルオフィス共催
で“和凧製作イベント”を開催した。２日間で延べ 17名
の留学生や外国人研究員が参加し、柏市生涯学習推進員
の方々や田中地域ふるさと協議会の方々の丁寧なご指導
のもと、六角凧の製作に取り組んだ。

和紙に墨と絵具で絵柄を描き、竹の骨組みを貼っていく

　留学生たちと地域の方々との交流も進み、数時間後に
は手本の図案に各国流のアレンジが加わった色とりどり
の六角凧が完成した。
　2011年１月 30日（日）には、各自製作した和凧を持参
し、利根運河堤防で開催された“田中地域ふるさと協議会・
新春凧揚げ大会”に参加した。

秋山浩保柏市長（中央）と柏ロッジ居住者たち

　凧揚げ会場には甘酒や豚汁、つきたてのお餅の出店な
ども立ち並び、柏ロッジからの参加者たちも伝統的な日
本のお正月イベントの雰囲気を十分に楽しんだ。第 25回
大会という節目の大会ということで特設された国際交流
特別賞は、マレーシアからの留学生に贈られた。
　柏ロッジが開寮して一年。これからも居住者同士の交
流会に加え、地域の方々のご協力を得ながら、居住者た
ちにとって研究の合間の気分転換になるような交流の機
会を設けていきたいと思う。

一般

海洋アライアンス

女子中高生・女子大生を対象とした
「海のプロフェッショナル－海洋学へ
の招待状－」出版記念セミナー開催

　１月29日（土）、駒場キャンパス・学際交流ホールにて、
「海のプロフェッショナル－海洋学への招待状－」出版記
念セミナーが、海洋アライアンスと日本財団の共催で開
催された。中学から大学までの63名の女子学生に保護者・
教員等を含め総参加者数は134名であった。
　開始に先立ち、窪川かおる特任教授から、海洋の研究
と仕事を持つ女性たちによる本、「海のプロフェッショナ
ル（窪川かおる編 /女性海洋研究者チーム著）」を女子中
高生のための進路選択・職業紹介のテキストとして出版
したことが紹介された。また海と関わる職業に就く女性
のロールモデルを中高生・大学生が知る機会を設けるこ
とがセミナーの目的である旨の趣旨説明があった。本セ
ミナーでは、以下のプログラムに示す３つのセッション
が行われ、各セッション後の総合討論では参加者からの
質問にも応じた。
　演者自らの歩んできた道をわかりやすく伝えることが
主であったためか、日頃の学会講演とは違い、進路を模
索する後輩を思った熱のこもった発表ばかりであった。
また、参加者も、学術発表の場で感じるのとはまたひと
味違った真剣さで、元気さとすがすがしさを感じるセミ
ナーであった。

＜プログラム＞
セッション１　“海洋学の学生生活”
　３名の現役大学院生やＯＧが、学生生活を紹介した。

セッション２　ポスター“海の研究、海の仕事” 
　15名の女子学生や女性研究者、また海に関連する仕事
に就く女性たちが、ポスターで仕事内容を説明し、様々
な質問に答えた。「直接話が聞けてよかった」と参加者に
好評だった。

ポスター発表の様子
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セッション３　“海を仕事にする”
　海に関わる職場を選んだ女性が、実際の楽しさややり
がいを具体的に披露した。
　発表者の所属は多岐にわたり、学内では大気海洋研究
所、農学生命科学研究科、理学系研究科、総合博物館、
海洋アライアンス、学外では、海洋研究開発機構、日本
海洋事業、商船三井、海上保安庁、新江の島水族館、海
洋政策研究財団、しかたに自然案内、自治医科大学、名
古屋大学高等研究院、日本大学生物資源科学部であった。

セッション３の総合討論の風景

　閉会挨拶にはサプライズがあり、浦 環 海洋アライアン
ス機構長が演者一人ひとりのために花を持って登場され、
本セミナーの意義を熱く語ってくださった。
　閉会後、短い時間ではあったが進路相談会も開催され、
熱心な学生が時間ギリギリまで質問する姿が見られた。

進路相談会で熱心に質問する参加者

　アンケートをみると、回答者は好意的に受け止めてい
たようである。生徒からは、「海に関連する職業に就くに
は様々な道があることがわかった」「海に関するいろいろ
な職業があることがわかり、熱意があれば道が開けるこ
とがわかった」という回答があった。また、保護者から
も「日頃知らない場所で多くの女性ががんばっているの
を知ることができた」「講演を聴いて元気をもらった」な
どの記述があった。さらに、「次に同様なセミナーがあっ
たら是非参加したい」という回答も多かった。

　主催者は今回の手応えを得て、次の企画を検討中であ

る。こうした機会を増やすことで、多くの女性が海をめ
ざすことにつながることが期待される。

海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.a.jp/

一般

国際本部

日本語教育センター 2010 年度冬学
期「集中日本語コース・学術日本語
コース」修了式が行われる

　日本語教育センターの 2010 年度冬学期「集中日本語
コース・学術日本語コース」修了式（修了証書授与式）が、
２月 18 日（金）15 時 30 分から赤門総合研究棟２階第
200 講義室で行われた。
　「集中日本語コース」は、留学生が１学期間集中的に
日本語を学習するコースで、今期は、センターの前身組
織から通算して 51 期目の修了生、また、本年４月に「日
本語教育センター」に生まれ変わってからは２期目の修
了生であった。今期は、初級から上級まで６クラス、併
設の「学術日本語コース」（日本語で論文を書くための
日本語スキルを身につけるコース）の２クラスを加えて
計８クラス 73 名の受講者が 10 月に学習を開始し、この
うち 62 名が所定の課程を修了してこの日を迎えたもの
である。

集合写真

　式には、修了者のほか、田中明彦理事（副学長）をは
じめ、来賓として修了者の指導教員等の先生方、佐藤修
二国際部長及びセンター関係教職員が出席した。田中理
事（副学長）から、挨拶の中で「今後も、日本語と、セ
ンターで得た友人を大切にするように」とのアドバイス
があった後、菊地康人日本語教育センター長から、修了
者一人ひとりに修了証書が手渡され、講評が述べられた。
続いて、修了者を代表して、マルトー・アドリアンさん
（フランス、初級代表）、カールソン・ラスムスさん（ス
ウェーデン、中級代表）、プラニーナラーラト・タネー
トさん（タイ、上級代表）の３名から日本語によるスピー
チがあり、約４か月間の日本語のすばらしい上達ぶりが
披露された。
　式終了後、引き続き山上会館で懇談会が行われた。懇
談会では、指導教員を代表して、山川隆先生（農学生命
科学研究科）と馬場章先生（学際情報学府）から、それ
ぞれ、先生方の留学経験や海外出張経験を踏まえて、留
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学生へのメッセージが送られた。さらに、留学生からの
さまざまな思いをこめたスピーチや、教員を囲んでの撮
影など、終始和やかな雰囲気のうちに会は進行し、別れ
を惜しみつつ閉会の時を迎えた。
　なお、今期の修了者 62 名の所属・出身は、以下のと
おり、14 研究科等、18 の国または地域である。

■研究科等（14 研究科等）
人文社会系研究科 ２名
教育学研究科 １名
法学政治学研究科 ４名
経済学研究科 １名
総合文化研究科 １名
理学系研究科 １名
工学系研究科 18 名
農学生命科学研究科 ３名
医学系研究科 ６名
薬学系研究科 ２名
数理科学研究科 １名
新領域創成科学研究科 ４名
情報理工学系研究科  ７名
学際情報学府 11 名

■国または地域（18 カ国・地域）
・アメリカ ３名　
・チュニジア １名
・イスラエル １名
・トリニダードドバゴ １名
・インドネシア １名
・ブラジル ２名
・韓国 ３名
・フランス ５名
・ギリシャ ２名
・ポーランド １名
・シンガポール １名
・マレーシア ４名
・スウェーデン １名
・ミャンマー １名
・タイ ５名
・ロシア １名
・台湾 ２名
・中国 27 名

修了証の授与

修了者スピーチ
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一般

本部入試課

平成 23 年度外国学校卒業学生特別
選考の第１次選考合格者が決まる

　平成23年度外国学校卒業学生特別選考の願書受付は、第１種が12月1日（水）～12月８日（水）、第２種が11月１日（月）
～ 11 月９日（火）に行われた。
　志願者数は、第１種（私費外国人留学生）118 人、第２種（帰国生）126 人、合計 244 人で前年度より 20 人増加した。
　また、第１次選考の書類審査が行われ、１月 21 日（金）に第１種 33 人、第２種 67 人、合計 100 人が合格し、各人
あてに結果が通知された。第２次選考の小論文と学力試験は２月 25 日（金）・26 日（土）、面接試験は、３月 17 日（木）
に、合格者発表は３月 23 日（水）に行われる。

　なお、志願者の種別人数、国籍等（第１種）及び修学先の所在国名等（第２種）の内訳は、次のとおりである。

外国学校卒業学生特別選考第１次選考結果

科　　類
第１種（私費外国人留学生） 第２種（帰国生）

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数

文科一類 2 0 22 16

文科二類 42 11 30 16

文科三類 12 4 23 12

理科一類 46 12 31 12

理科二類 11 5 17 10

理科三類 5 1 3 1

合　　計 118 33 126 67

【第１種】　
インドネシア 2 人
韓　国 33 人
台　湾 2 人
中　国 75 人
中国（香港） 1 人
カ ナ ダ 2 人
オランダ 1 人
ド イ ツ 1 人
ハンガリー 1 人
　　　　　　　　　　　　　
合　　計 118 人

【第２種】
インドネシア 1 人
韓　国 5 人
シンガポール 3 人
タ　イ 7 人
台　湾 2 人
中　国 26 人
フィリピン 3 人
マレーシア 1 人
オーストラリア 6 人
ニュージーランド 4 人
コロンビア 1 人
アメリカ 45 人
カ ナ ダ 3 人
イギリス 8 人
イタリア 1 人
スペイン 2 人
チェコ 2 人
ド イ ツ 3 人
フランス 3 人
　　　　　　　　　　　　　
合　　計 126 人
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一般

本部入試課

第２次学力試験（前期日程・後期日
程）の出願受付終わる   
    

　平成 23 年度第２次学力試験の願書受付が１月 24 日（月）から２月 2日（水）の間、行われた。
　志願者数は次のとおりである。

前期日程入学志願者数等

科　　類 募集人員 志願者数 倍　　率 前年度
の倍率

文科一類 401 1,557 3.88 3.15 

文科二類 353 1,194 3.38 3.24 

文科三類 469 1,478 3.15 3.26 

理科一類 1,108 2,930 2.64 2.74 

理科二類 532 2,055 3.86 3.69 

理科三類 100 565 5.65 5.03 

合　　計 2,963 9,779 3.30 3.19 

後期日程入学志願者数等

科　　類 募集人員 志願者数 倍　　率 前年度
の倍率

文科一類

100 2,967 29.67 31.37

文科二類

文科三類

理科一類

理科二類

理科三類

合　　計 100 2,967 29.67 31.37 

11No.1410   2011. 3. 24



一般

本部入試課

平成 23 年度第２次学力試験（前期
日程）第１段階選抜合格者が決まる

　平成 23 年度第２次学力試験（前期日程）の第１段階選抜が行われ、２月 9日（水）午後、本郷地区キャンパス内に
おいて合格者が発表された。
　これにより、２月 25 日（金）・26 日（土）に、本郷・駒場の両キャンパス試験場において行われる前期日程試験の
受験者数が確定した。各科類の第１段階選抜合格者数は下表のとおりである。

前期日程試験第１段階選抜結果

科　　類 募集人員 志願者数 倍　　率
第１段階選抜 合格者科類別成績

合格者 予告倍率 最高点 最低点 平均点

文科一類 401 1,557 3.88 1,206 3.0 889 705 781.19

文科二類 353 1,194 3.38 1,066 3.0 887 738 786.46

文科三類 469 1,478 3.15 1,407 3.0 863 742 790.07

理科一類 1,108 2,930 2.64 2,772 2.5 881 729 792.75

理科二類 532 2,055 3.86 1,865 3.5 876 708 772.41

理科三類 100 565 5.65 401 4.0 881 727 805.14

合　　計 2,963 9,779 3.30 8,717

※大学入試センター試験成績は、900 点を満点とする。
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部部局
ニュース

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

部局長の交代

　平成 23 年２月 16 日より、下記のとおり、大学院総合
文化研究科長・教養学部長の交代がありました。新部局
長を紹介するとともに、退任された部局長のご挨拶を掲
載します。
【新部局長】　　長谷川　壽一
【前部局長】　　山影　進

新部局長紹介

長谷川　壽一　教授
（平成 23 年２月 16 日～平成 25 年２月 15 日）

昭和 51 年３月
　本学文学部卒業
昭和 53 年３月
　本学大学院人文科学研究科
　修士課程修了
昭和 59 年４月
　本学教養学部助手

昭和 62 年３月
　 本学大学院人文科学研究科博士課程修了（文学博士）
平成３年 10 月　本学教養学部助教授
平成 11 年４月　本学大学院総合文化研究科教授
所属：広域科学専攻
専門分野：進化心理学・進化人類学・動物行動学

・『進化と人間行動』 （共著 , 東京大学出版会 , 2000 年）
・『言語と生物学』 （編著 , 朝倉書店 , 2010 年）
・ T E Currie, S J Greenhill, R D Gray, Toshikazu 
Hasegawa and R Mace, “Rise and fall of political 
complexity in island South-East Asia and the Pacifi c.”
Nature 467 （2010） : 801-804.

部局長退任の挨拶

退任で胸をよぎることども
前大学院総合文化研究科長・教養学部長

山影　進

　学内行政に不慣れなせいで自ら招いた小過は多々あっ
たものの、大過なく２年間の任期を全うできたのは、駒
場の教職員はもちろん全学の多くの方々に支えられ、助
けられてきたおかげと言う他ない。部局のむずかしい仕
事は有能な副研究科長たちに任せてあるので全学の会議
に顔を出してさえすれば良いと嘯いてきたが、無意識の
うちに気疲れしていたようで、大任から解放されてほっ
としている。
　馬子にも衣装とばかりに就任直前に買ったスーツの出
番は思っていたほど多くなくて済んだが、ネクタイで自
分の首を絞めるのは上手になった。式典でアカデミック・
ガウンを着させられるのにも閉口した。もっとも、留学
先の大学から学位取得の記念にもらったフードにとって
は、箪笥の底で朽ちる間際の晴れ舞台だったに違いない。
　拙い言動を省みると、駒場キャンパスの存在を印象づ
けることに夢中だった。『行動シナリオ』に象徴される
濱田総長のイニシアティブの中でも、特にキャンパスの
国際化や真の教養を備えたタフな学生作りは駒場にとっ
て大きな挑戦となった。教養学部の英語コース構想は、
おかげさまで本部や多くの部局のご支援をいただいて
着々と具体化しつつある。
　この２年間、文字通りの管見ではあったが、重要な節
目の折々で東京大学の良心を垣間見ることができたのは
本当に貴重な経験だった。それはさておき、我知らず
周囲に迷惑をかけどおしだったのではないかと恐れてい
る。お詫びの気持ちを込めつつ、今までお世話になった
皆様に御礼申し上げる。多謝。
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部局
退職教員の紹介

大学院医学系研究科・医学部
數間　惠子　教授
（本学在職期間：平成 11 年８月～平成 23 年３月）

昭和 48 年３月
　聖路加看護大学卒業
昭和 51 年３月
　本学大学院医学系研究科保
　健学専門課程修士課程修了
　（保健学修士）
昭和 51 年４月
　国家公務員共済組合連合会
　虎の門病院 看護師

昭和 52 年７月　千葉大学看護学部　助手
平成１年 12 月　保健学博士（東京大学）
平成４年４月　社会保険船橋中央病院 保健師 
平成６年４月
　東京医科歯科大学医学部保健衛生学科　助教授
平成 10 年６月
　東京医科歯科大学医学部保健衛生学科　教授
平成 11 年８月　本学大学院医学系研究科　教授
所属：健康科学・看護学専攻 成人看護学分野
専門分野：成人看護学、慢性看護学
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・ 永井良三監修 , 數間惠子 , 菅田勝也 , 小出大介編集 
『Nursing Informatics 看護と情報科学』 杏林図書 ,  
2006 年 .

・ Keiko Kazuma. “Psychosocial and Physical factors 
influencing dietary behavior and the recovery of 
muscle mass in Japanese patients after gastrectomy 
for cancer.” Jpn J Health Hum Ecol 60, 6 (1994):342-54.

山崎　喜比古　准教授
（本学在職期間：昭和 59 年２月～平成 23 年３月）

昭和 51 年３月
　本学医学部保健学科卒業
昭和 58 年３月
　本学大学院医学系研究科
　保健学専攻博士課程修了、
　保健学博士取得
昭和 59 年２月
　本学医学部保健学科助手

平成５年７月　本学医学部保健学科助教授
平成８年４月　本学大学院医学系研究科准教授
所属：健康科学 ･看護学専攻 健康社会学分野
　　　／公共健康医学専攻 健康教育 ･社会学分野
専門分野： 健康社会学、保健医療社会学、ヘルスプロモー

ション健康教育学、産業ストレス科学

研究内容（代表的な著書・論文等）：
・ 山崎喜比古 共編著 『薬害HIV感染被害者遺族の人生』
東京大学出版会 , 2008 年 .

・ Yoshihiko Yamazaki, T. Togari and J. Sakano. 
Toward Development of Intervention Methods 
for Strengthening the Sense of Coherence (SOC) :
Suggestions from Japan. In T.Muto, et al. eds: Asian 
Perspectives and Evidence on Health Promotion and 
Education, Springer, 2010.

大学院工学系研究科・工学部
内藤　廣　教授・副学長
（本学在職期間：平成 13 年４月～平成 23 年３月）

昭和 49 年３月
　早稲田大学理工学部建築学科
　卒業
昭和 51 年３月
　早稲田大学大学院修士課程
　修了
昭和 56 年６月
　内藤廣建築設計事務所所長

平成 13 年４月　本学大学院工学系研究科助教授
平成 14 年 12 月　本学大学院工学系研究科教授
平成 22 年２月～平成 23 年３月
　副学長（キャンパス計画担当）
所属：社会基盤学専攻
専門分野：建築デザイン・景観デザイン
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・内藤廣 『構造デザイン講義』王国社 , 2008 年 .

大学院農学生命科学研究科・農学部
小川　和夫　教授
（本学在職期間：昭和 50 年６月～平成 23 年３月）

昭和 47 年４月
　本学農学部水産学科卒業
昭和 49 年３月
　本学大学院農学系研究科
　水産学専門課程修士課程修了
平成５年７月
　本学農学部助教授
平成 13 年６月
　本学大学院農学生命科学研究
　科教授

平成 21 年４月～平成 22 年３月
　本学農学部副学部長、副研究科長
所属：水圏生物科学専攻　水圏生産環境科学講座
　　　魚病学研究室
専門分野：魚病学、水産増養殖学、魚類寄生虫学
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・小川和夫 『魚類寄生虫学』 東京大学出版会 , 2005 年 .
・ Kazuo Ogawa, S. Tanaka, Y. Sugihara and I. 
Takami. “A new blood fl uke of the genus Cardicola 
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（Trematoda: Sanguinicolidae）from Pacific bluefin 
tuna Thunnus orientalis  （Temminck & Schlegel, 
1844） cultured in Japan.” Parasitology International 
59, no. 1 （2010）：44-48.

大学院経済学研究科・経済学部
小林　孝雄　教授
（本学在職期間：昭和 54 年９月～平成 23 年３月）

昭和 46 年６月
　本学工学部計数工学科卒業
昭和 48 年６月
　本学大学院経済学研究科
　経営学専門課程修士課程修了
昭和 53 年 8 月
　本学大学院経済学研究科
　経営学専門課程博士課程退学

昭和 53 年１月
　スタンフォード大学経済学部大学院修了
昭和 54 年９月　本学経済学部助教授
平成３年３月　本学経済学部教授
平成８年４月　本学大学院経済学研究科教授
所属：金融システム専攻　金融経済学講座
専門分野： 資産運用理論、フィナンシャル・エンジニア

リング、金融システム理論
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・ 小林 孝雄 , 芹田敏夫 『新・証券投資論』 日本経済新聞
出版社 , 2009 年 .

・ Takao Kobayashi, A. Takahashi and N. Tokioka. 
“Dynamic Optimality of Yield Curve Strategies.” 
International Review of Finance , Vol. 4, No. 1/2 
（2003）：49-78.

大学院総合文化研究科・教養学部
村田　純一　教授
（本学在職期間：平成３年４月～平成 23 年３月）

昭和 47 年３月
　本学教養学部教養学科
　科学史及び科学哲学分科卒業
昭和 49 年３月
　本学大学院理学系研究科
　科学史・科学基礎論修士課程
　修了

昭和 55 年３月
　 本学大学院理学系研究科　科学史・科学基礎論博士課
程単位取得退学

昭和 55 年４月～昭和 56 年 3 月
　本学教養学部教養学科ドイツ分科助手
昭和 56 年７月　東洋大学文学部専任講師
昭和 59 年４月　東洋大学文学部助教授
平成３年４月　本学教養学部助教授（科学史・科学哲学）
平成８年４月　本学大学院総合文化研究科助教授　
平成８年 11 月  本学大学院総合文化研究科教授

所属：広域科学専攻・相関基礎科学系・
　　　科学技術基礎論大講座
専門分野：現象学・科学哲学
研究内容（代表的な著書・論文等）： 
・村田純一 『色彩の哲学』 岩波書店 , 2002 年 .
・村田純一 『技術の哲学』 岩波書店 , 2009 年 .

渡會　公治　准教授
（本学在職期間：昭和 63 年４月～平成 23 年 3 月）
昭和 50 年３月　本学医学部医学科卒業
昭和 50 年６月　医師免許取得、整形外科教室で研修
昭和 58 年７月　帝京大学医学部講師
昭和 63 年４月　本学教養学部保健体育科助教授
昭和 64 年４月　本学保健センター整形外科非常勤兼務
平成６年４月
　本学大学院総合文化研究科助教授
平成 19 年４月
　本学大学院総合文化研究科准教授
所属：広域科学専攻、生命環境科学系、
　　　身体運動科学研究室
専門分野：身体運動科学、スポーツ医学
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・渡會公治 『美しく立つ』 文光堂 , 2007 年 .
・ 渡會公治 「ピッチングによる肩肘損傷予防とバイオ
メカニクス」 『日本臨床スポーツ医学』18（2001 年）
25-32.

大学院教育学研究科・教育学部
田中　千穂子　教授
（本学在職期間：平成９年４月～平成 23 年３月）
昭和 53 年３月　横浜国立大学教育学部卒業
昭和 55 年３月
　東京都立大学大学院人文科学研究科修士課程心理学
　専攻修了
昭和 58 年３月
　東京都立大学大学院人文科学研究科博士課程心理学
　専攻満期退学
平成２年 12 月　文学博士（東京都立大学）
平成９年４月　本学大学院教育学研究科講師
平成 12 年１月　本学大学院教育学研究科助教授
平成 16 年 4 月　本学大学院教育学研究科教授
所属：臨床心理学コース
専門分野：臨床心理学
研究内容（代表的な著作・論文等）：
・ 田中千穂子『母と子のこころの相談室』 医学書院 , 
1993 年 .

・ 田中千穂子「乳幼児－親心理療法（infant-parent 
psychotherapy）の一例　家族関係の変容を導くため
に」　『心理臨床学研究』 15.5. （1998 年）

15No.1410   2011. 3. 24



大学院情報理工学系研究科
米澤　明憲　教授
（本学在職期間：平成元年 10 月～平成 23 年３月）

昭和 45 年３月
　本学工学部計数工学科卒業
昭和 47 年３月
　本学大学院工学系研究科計数
　工学専門課程修士課程修了
昭和 53 年２月
　 ドクター・オブ・フィロソ
フィー（米国マサチューセッ
ツ工科大学）

昭和 53 年 11 月　工学博士（東京大学）
昭和 58 年３月　東京工業大学理学部助教授
平成元年 10 月　本学理学部教授
平成 18 年４月　本学情報基盤センター・センター長
所属：コンピュータ科学専攻
専門分野：オブジェクト指向プログラミング言語、分散
　　　　　コンピューティングおよび情報セキュリティ
研究内容（代表的な著書や論文等）：
・ Akinori Yonezawa, ed. ABCL: An Object-Oriented 
Concurrent System. Cambridge, Massachusetts: MIT 
Press, 1990. 329pages.

・ Akinor i  Yonezawa ,  Jean -P ierre  Br io t ,  and 
Etsuya Shibayama. “Object-Oriented Concurrent 
Programming in ABCL/1.” In Proceedings of the 
Conference on Object-Oriented Programming 
Systems, Languages, and Applications （OOPSLA’
86）, Portland, Oregon, November 1986: 258-268.

辻井　潤一　教授
（本学在職期間：平成７年７月～平成 23 年３月）

昭和 46 年３月
　京都大学工学部電子工学科
　卒業
昭和 48 年３月
　京都大学大学院工学研究科
　修士課程電気工学専攻修士
　課程修了
昭和 53 年９月
　工学博士（京都大学）

昭和 48 年４月　京都大学工学部助手
昭 和 54 年６月　京都大学大学院工学研究科助教授（工
学部　兼担）

昭和 56 年６月
　 CNRS（Cen t e r  Na t i o n a l  d e  l a  Re che r che 
Scientifi que、フランス）招聘上級研究員

昭和 63 年 11 月　マンチェスター大学教授 
平成４年３月
　マンチェスター大学計算言語学センター　センター長
平成７年７月
　本学大学院理学系研究科教授（本学理学部　兼担）

平成 12 年５月　本学大学院学際情報学府教授
平成 13 年４月
　本学大学院情報理工学系研究科教授
平成 15 年 4 月
　 本学大学院情報学環教授、本学大学院学際情報学府教
授

平成 16 年 4 月　本学大学院情報学環教授
平成 17 年 7 月
　 マンチェスター大学教授、英国国立テキストマイニン
グセンター、センター長（兼業）

平成 18 年 4 月
　本学大学院情報理工学系研究科教授
平成 20 年 3 月
　 英国国立テキストマイニングセンター、研究担当ディ
レクター（兼業）

平成 21 年 4 月　本学大学院情報学環教授
平成 23 年 3 月
　本学大学院情報理工学系研究科教授
所属：コンピュータ科学専攻
専門分野：自然言語処理、テキストマイニング
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・辻井潤一 『知識の表現と利用』 昭晃堂出版 , 1987 年 .
・ Junichi Tsujii.“Future Directions of Machine 
Translation.”Proceedings of the 11th conference on 
Computational linguistics （1986）：655-668.

武市　正人　教授
（本学在職期間：1972 年４月～ 1977 年７月、
　　　　　　　 1987 年４月～ 2011 年３月）

1970 年３月
　本学工学部卒業
1972 年３月
　本学大学院工学系研究科
　修士課程修了
1987 年
　工学博士（東京大学）
1972 年４月
　本学工学部助手

1976 年６月　本学工学部講師
1977 年８月　電気通信大学講師
1982 年４月　電気通信大学助教授
1987 年４月　本学教育用計算機センター助教授
1993 年１月　本学工学部教授
2001 年４月　本学大学院情報理工学系研究科教授（現職）
1996 年３月～ 1999 年３月　本学教育用計算機センター長
2004 年４月～ 2007 年３月　
　本学大学院情報理工学系研究科長
所属：数理情報学専攻・数理情報学応用講座
専門分野：ソフトウェア科学
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・武市正人 『プログラミング言語』 岩波書店 , 1994 年．
・ Masato Takeichi. “Partial Parametrization Eliminates 
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Multiple Traversals of Data Structures.” Acta 
Informatica 24, No. 1（1987）：57-77.

大学院公共政策学連携研究部・教育部
金本　良嗣　教授
（本学在職期間：昭和 63 年 10 月～平成 23 年３月）

昭和 47 年３月
　本学経済学部経済学科卒業
昭和 48 年３月
　本学経済学部経営学科卒業
昭和 52 年８月
　Ph.D.（コーネル大学）

昭和 52 年７月
　加国ブリティッシュ・コロンビア大学経済学部助教授
昭和 55 年８月　筑波大学社会工学系助教授
昭和 63 年 10 月　本学経済学部助教授
平成４年８月　本学経済学部教授
平成８年４月　本学大学院経済学研究科教授
平成 16 年４月　本学大学院公共政策学連携研究部教授
　　　　　　　　（兼務：大学院経済学研究科）
平成 20 年４月～平成 22 年３月
　本学大学院公共政策学連携研究部長
所属：公共政策学専攻
専門分野：都市経済学 公共経済学 交通経済学
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・Yoshitsugu Kanemoto. Theories of Urban Externalities. 
North-Holland: Elsevier Science Ltd,  1980.
・Yoshitsugu Kanemoto. “Hedonic Prices and the 
Benefi ts of Public Projects.” Econometrica 56, （1988） 
: 981-989.

社会科学研究所
仁田　道夫　教授
（本学在職期間　1978 年４月～ 1980 年３月 ,
　　　　　　　 1990 年４月～ 2011 年３月）

1971 年６月
　本学経済学部卒業
1974 年３月
　本学経済学研究科修士課程
　修了
1978 年３月
　本学経済学研究科博士課程
　単位取得後退学

1989 年７月　経済学博士（東京大学）
1990 年４月　本学社会科学研究所助教授
1993 年４月　本学社会科学研究所教授
2001 年４月～ 2005 年３月　本学社会科学研究所長
所属：社会調査・データアーカイブ研究センター
専門分野：労使関係・労務管理の調査研究
研究内容（代表的な著書・論文等）：
・ 仁田道夫『変化のなかの雇用システム』東京大学出版

会 , 2003 年 .
・ 仁田道夫「企業別組合に何ができるか：歴史から学ぶ」
『日本労働研究雑誌』 591 号（2009 年） : 4-14.

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

駒場Ⅰキャンパスで「研究科長と留学
生との懇談会」開催される

　１月 26 日（水）18 時 30 分より、駒場コミュニケーショ
ンプラザ南館２階において、「平成 22 年度総合文化研究
科長・教養学部長及び数理科学研究科長と外国人留学生
との懇談会」が開催された。
　この会は、駒場Ⅰキャンパスで学ぶ留学生と教職員と
が一堂に会し、懇談を通じて、交流と相互理解を深める
ことを目的として毎年開かれているものである。当日は
留学生、チューターや教職員合わせておよそ 150 名の参
加があり、昨年度に並ぶ参加者数となった。
　懇談会は、後藤則行教養学部国際交流・留学生委員会
委員長の開会の辞で始まり、主催者である山影進総合文
化研究科長・教養学部長と大島利雄数理科学研究科長の
挨拶ののち、小島憲道国際センター長（理事・副学長）
の挨拶があり、その後石井洋二郎総合文化研究科副研究
科長の発声で乾杯、にぎやかな懇談がはじまった。
　途中、教養学部２年のヘルシン・デービトさん（ス
ウェーデン）、総合文化研究科修士１年の陳佳さん（中国）
のスピーチがあった。勉学の内容や研究科への要望、日
本での日常生活に関してなど、スピーチの内容は多岐に
わたり、彼らが着実に勉学・研究を進めているさまが窺
えた。
　また、総合文化研究科修士２年のアマギ・ウメヤマ・
ノエミさん（パラグアイ）が、出身国の音楽に乗せてダ
ンスを披露し、会場からは喝采の声が上がった。
　今年も生協の協力を得て、会場で餅つきが行われた。
多くの留学生が積極的に参加し、交代で杵を持ち、餅つ
きを楽しんでいた。つきたての餅をほおばりながら交流
の輪がひろがった。
　会は盛況のうちに、嶋田正和総合文化研究科副研究科
長の閉会の辞をもって、20 時 30 分過ぎに閉会した。

（左）留学生によるスピーチ（ヘルシン・デービトさん）
（右）留学生によるスピーチ（陳佳さん）
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（左）留学生によるダンス（アマギ・ウメヤマ・ノエミさん）
（右）餅つきの様子

部局

大学院工学系研究科・工学部

工学系研究科共通科目「創造性工学
プロジェクト」でラリー・モンテカルロ・
ヒストリックを総合42位完走

　大学院工学系研究科共通科目「創造性工学プロジェク
ト」及び工学部共通科目「創造的ものづくりプロジェク
ト」のテーマの一つである「ヒストリックモンテ参戦プ
ロジェクト」（担当；草加浩平特任教授）では第 14 回ラ
リー・モンテカルロ・ヒストリックに出場し、参加 322 台、
出走 304 台中、歴代日本人エントラント最上位となる総
合 42 位で完走した。

モンテカルロに感動のゴール
（撮影；ＷＲＰ／清木博志）

　この競技は１月 27 日（木）にイギリス・グラスゴー
をスタートし、２月２日（水）にモナコ・モンテカルロ
にゴールする総行程約 3,500km の長距離ラリーである。
数カ国を通過する国際的長距離ラリーであるため、十分
な準備をした上でも生じる筋書きのないトラブルを現場
で解決することが重要なラリーである。

路上での緊急整備も無事こなす

　当授業はものづくり教育と国際化教育の融合が狙いで
ある。そのために、自動車整備士養成学校の一つである
関東工業自動車大学校と合同チームを組み、世界有数の
国際ラリー大会出場というテーマを選んだ。授業の狙い
は、本気度の高い異文化接触による国際化教育、産業界
と接触しつつ 1973 年製の古い車を学生の手で直すこと
による創造的ものづくりセンスの獲得、そして自動車整
備士専門学校と共同作業を行うことでコミュニケーショ
ン能力を高めるという三つである。
　実際に学生は、海外での真剣勝負という緊張感を経て、
海外活動における意識や取り組み姿勢が変化した。世界
中から集まった競技者との交流から、世界における日本
の印象や立ち位置を肌で感じることが出来た。

現地では多くのメディアに取材を受けた

　運営費調達は東大生が担当し、飛び込み営業で活動資
金を獲得した。教育に関心のある企業には、特別講義を
開いてもらうなど、貴重な勉強の機会を頂いた。
　今回は自動車整備士専門学校と合同チームを組み、現
場や作業内容が異なるが故に起きる軋轢も解決した。社
会人になった時、この経験が大いに活かされるであろう。
　このように、当ヒストリックモンテ参戦プロジェクト
は、単なるものづくり教育に加え、国際化及び異分野の
融合という貴重な経験を学生達に与え、新しい教育の形
として成果を収めることができた。関係各位に謝意を表
したい。

18 No.1410   2011. 3. 24



部局

地震研究所

霧島に臨時観測室設置

　地震研究所では、１月 26 日に爆発的噴火をした霧島
山新燃岳の火山観測を効率的に行い、観測結果を防災情
報に活かす目的で、２月８日に臨時観測室を設置した。
　新燃岳の噴火により地震研究所霧島火山観測所（宮崎
県えびの市）では、従来からの観測に加え、重力計や傾
斜計、空振計を広い範囲にわたり新たに設置するなど観
測を行っている。噴火により空港から観測所への道が警
戒区域になりアクセスが不便になったこともあり、地震・
火山科学の共同利用・共同研究拠点として、全国大学
の火山関係研究者の観測研究を効率的に行うために、霧
島市のご協力により霧島総合支所に臨時観測室を設置し
た。観測室からは、活動中の新燃岳を正面に見る事がで
きるようになり、また火山噴火予知連絡会の下に組織さ
れた総合観測班（同支所内）と情報を共有しながら、効
率的な観測活動を行っていくことにしている。
　火山関係の教員・研究者、技術職員に加え事務職員も
交替で臨時観測室に派遣し、地震研究所の「霧島山（新
燃岳）噴火調査連絡本部」との連絡や全国の大学から観
測にみえる研究者の受け入れの支援を行っている。

臨時観測所から見た 18日の噴火

平田所長、中田副所長（総合観測班幹事）、小川原事務長が訪れ、
総合観測班（気象庁）と連絡事項確認を行う

部局

大学院教育学研究科・教育学部

附属バリアフリー教育開発研究セン
ター主催国際シンポジウム『人と人と
の間のバリアフリー』開催

　２月 19 日（土）、教育学研究科附属バリアフリー教育
開発研究センター主催、「教育における「力」の概念に
関する学際的研究」研究会（「ちから研」）及び東京大
学バリアフリー支援室共催、 並びにベネッセコーポレー
ション協賛により、国際シンポジウム『人と人との間の
バリアフリー』が福武ホールラーニングシアターで開催
された。バリアフリー教育開発研究センターは 2009 年
４月に設立され、同年６月の 市民公開フォーラム『教
育のバリアフリー、そしてバリアフリーの教育』に次い
で、今回のシンポジウムは２度目の大きな催しとなる。
当日は、主催・共催・協賛団体の関係者のほか、バリア
フリーに関わる学術研究及び実践に関心を持つ多くの一
般参加者が集い、計 175 名を集めた熱気のこもったイベ
ントとなった。
　シンポジウムは、小島憲道理事（副学長）の祝辞に続
き、白石さやセンター長の挨拶によって開会した。基調
講演では、障害学会初代会長の石川准静岡県立大学教授
より、様々な技術開発を通じて情報アクセシビリティを
高めていく試みが紹介され、バリアフリー社会の実現に
向けて法的・制度的アプローチが重要であることも提言
された。
　パネルディスカッションの第一部「障害とアイデン
ティティ」では、エール大学カレン・ナカムラ助教授に
よる挑戦的な映像を混じえた文化人類学的視点からの講
演と、当センター星加良司講師の社会学的視点からの講
演が行われ、「遊び（play）」によって健常者社会の規範
を揺さぶる営みの可能性について議論が交わされた。質
疑応答では、会場から活発な問題提起が行われ、基調講
演者の石川教授からは、障害者が自らの役割を引き受け
て社会に対して発言を行うことは、障害者自身に関する
問題を越えて普遍的な意義を持ちうるという点が改めて
強調された。
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　休憩の時間には、2010 年度ゴールドコンサートグラ
ンプリ受賞者の穴澤雄介氏・高木將雄氏によるヴァイオ
リンと打楽器の美しい音色が会場を包んだ。両氏の洗練
された力強い演奏を通じて、音楽という表現が持つ実践
的な可能性が、会場全体に共有された。
　パネルディスカッション第二部「表現とバリアフリー」
では、NPO 法人日本バリアフリー協会代表理事の貝谷
嘉洋氏とスウェーデン・カロリンスカ研究所グネル・バッ
ケンロス教授から、障害を生きること、及び障害者の心
理的なケアに関する講演が行われ、バリアフリーをめざ
した実践的な取り組みについて、経験に基づく具体的な
提案がなされた。シンポジウムは、南風原朝和教育学研
究科教授の総括的な挨拶をもって、盛況のうちに閉会し
た。
　バリアフリー教育開発研究センターでは、バリアを生
み出す文化的社会的な実践についての知的探求を目的と
して、４月から学部横断型教育プログラムを開講する。
誰もが生活しやすいバリアフリー社会を構想し、それを
実現していくための知見を創出し、共有する場を提供し
ていく予定である。（バリアフリー教育開発研究センター
のサイト：http://www.p.u-tokyo.ac.jp/cbfe/）

白石さやセンター長による開会挨拶

パネルディスカッションの様子

カレン・ナカムラ氏による講演と通訳者たち

部局

物性研究所

第７回物性研技術発表会開催される

　２月 25 日（金）物性研究所６階講義室において、第
７回物性研技術発表会が開催された。口頭発表９件、ポ
スター発表７件、計 16 件の発表があり、58 名の参加者
があった。特に今回は物性研の外部から聴講に来て下
さった方が多数あった。その内訳は、学外から高エネル
ギー加速器研究機構４名、大阪大学１名、東北大学２名、
日本電気（NEC）１名、学内からは宇宙線研究所８名、
大気海洋研究所２名、低温センター２名、理学系研究科
３名、工学系研究科５名、物性研究所内 30 名であった。
日頃の技術職員の業務や失敗談、苦労話、研究開発の成
果など、技術発表会ならではの発表があり、参加者から
も活発に質問、意見が出され大盛況であった。
　夕方からは懇親会が催され、研究所内の技術職員同士、
また本学他部局や他大学の技術職員との意見交換が行わ
れた。終始和やかな雰囲気の中、大成功のうちに終了し
た。

技術発表会　会場の様子（物性研究所講義室）

20 No.1410   2011. 3. 24



部局

大学院教育学研究科・教育学部

教育学部附属中等教育学校で平成22
年度サイエンス・パートナーシップ・
プロジェクト行われる

　教育学部附属中等教育学校では、科学技術振興機構
（JST）の支援を受け、理科（物理分野と化学分野）の
高大連携講座を企画・実施した。昨年度から理学系研究
科との連携体制を構築し、今年度も理学系研究科に講師
の推薦をお願いした。他にも工学系研究科や総合文化研
究科からの協力も頂き、物理分野３講座、化学分野１講
座を開講した。
【物理分野①】「素粒子と宇宙～現代物理の最先端を体
験する～」という題目で、理学系研究科の牧島一夫教授
と理化学研究所仁科加速器研究センターの酒井英行所長
から宇宙物理の最先端を学び、理化学研究所仁科セン
ターのサイクロトロンを見学させて頂いた。生徒には難
しい内容も多かったが、物理学研究の最先端に触れられ
る刺激的な機会となった。
【物理分野②】「身近な材料で学ぶ橋の構造力学～パス
タブリッジコンテスト～」という題目で、工学系研究科
の泉聡志准教授に講義と実習をお願いした。生徒は橋の
構造力学について学んだ後、パスタを使って強い橋の模
型をつくり強度を測定した。生徒は試行錯誤をしながら
楽しく学び、実習をしていた。
【物理分野③】「ＲＬＣ共振回路を利用した科学技術探求」
という題目で、総合文化研究科の福島孝治准教授にＲＬ
Ｃ回路について実験を交えた講義を行って頂いた。生徒
はラジオや発信器の構造を見抜き、実際に回路を作製し
た。創造力を働かせながらより発展的な学習ができた。
【化学分野】「新しい物質・材料の創製」という題目で、
理学系研究科の長谷川哲也教授と小澤岳昌教授から色素
増感太陽電池やサーモクロミズム、発光と蛍光などを学
んだ。高校ではあまり扱わない器具や高度な合成もあり、
生徒は慣れない手つきで懸命に実習に取り組んでいた。
　講座にかかる経費は全額 JST から支援を受け、１月
に事後学習も含めてすべて無事終了した。来年度以降も
附属学校では引き続き理学系研究科をはじめ、他研究科・
施設との連携講座を実施していきたい。

「素粒子と宇宙」（左）
「身近な材料で学ぶ橋の構造力学」（右）

「RLC共振回路を利用した科学技術探求」（左）
「新しい物質・材料の創製」（右）
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※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

産学協働による最終提言

　当センターと産学競争力懇談会（COCN）
は、2 年間の共同研究会の成果として、来
るべき超高齢社会に向けての政策提言をま
とめました。志を同じくする企業及び産業技
術総合研究所の新たな参加を得てまとめた
今回の最終提言は、昨年2月の「中間提言」
に続き、政策形成について産学が協働する、
新たなアプローチといえます。
　わが国は規模においても、その速さにお
いても、歴史上経験したことのない高齢化
を、世界に先駆けて経験しつつあります。
しかし、高齢化というと医療、介護及び年
金についての課題だけに焦点が当たりがち
であり、高齢者の能力を十分に活用し、高
齢者を含むすべての人びとが安心して暮らせ
る社会を実現する「アクティブ・エイジング」
に関する課題は見逃されてきています。
　病院に行かず、要介護・要支援状態でも
ない、健康な高齢者の割合は 1980 年代以
降、増加傾向にあり、近年では 65 歳以上
の高齢者のうち、健康な人の割合は約 7 割
となっています（右図）。こうした層の存在
も積極的に視野に入れた高齢化時代の新し
い社会政策が求められます。
　一方で団塊の世代の高齢化により今後出
現する大規模な高齢者集団は、その絶対数
の大きさからも、都市部においてより深刻
な社会的課題となることが予想されます。
　新たな産業・雇用の創造と社会の高齢化
に伴う課題解決とを同時に実現することを目
的に、「シルバーニューディール」の発想の

65 歳以上の高齢者のうち、健康な人の割合は年々増加傾向に
ある。2008 年は 69.6％（当センター試算）

もと、都市・住宅から、健康・医療・福祉
を含む社会全体の在り様を「高齢者標準」
とする社会へのイノベーションを早急に行う
必要があります。
　本研究会では、高齢社会のニーズへの適
応力と新しいビジネスモデルの可能性及び
高齢者の活動基盤の拡充を探るため、未来
におけるアクティブ・エイジング社会の生活
シーンを想像し、４つの重点領域でのソー
シャルイノベーションを設定しました。また、
「高齢者標準基本法」の制定など、国全体
の総合力を発揮できる体制整備に向けて、
７つの政策を提言しています。

「シルバーニューディール」で
アクティブ・エイジング社会を目指す

東京大学政策ビジョン研究センター
産業競争力懇談会（ＣＯＣＮ） 協働

活力ある高齢社会に向けた研究会 最終提言

７つの政策提言
1. 「シルバーニューディール」を経済政策の柱に
2. 「高齢者標準社会基本法」の創設
3. ユニバーサル・デザインの理念の普及とカスタマイズ化
4. 実証実験による検証と「アクティブ・エイジング
都市・生活者モデル」の創成
5. 社会との対話型イノベーションの総合的展開
6. 産官学・文理融合の研究・推進拠点の形成 （日
本版クオリティ・オブ・ライフ・テクノロジーセンター）
7. 政府レベルで政策を推進するための駆動力の集
結 （司令塔とワンストップ拠点の形成）

※政策提言全文は当センターHPをご覧ください。
なお、本提言は日刊工業新聞記事（3/2）、および日刊工業
新聞社説（3/7）でも取り上げられました。記事は当センター
HPに掲載しています。

4つの重点領域
1. マイホーム/マイタウンで安心してアクティブに暮らす
2. ストレスを感じずに安全に移動する
3. 社会とつながり続ける
4. クリニカルデータを高度活用して効果的な予防・
ケアを受ける

政策ビジョン研究センターでは、高齢社会の抱える課題に関して国際展開も見据えつつ、上記 3つの異なる領域から研究を進めています。

入院総数

外来総数

要支援＋要介護

健康人口

高齢社会
協力：高齢社会総合研究機構

医療情報
協力：東大病院、工学系研究科
総合研究機構他

医療機器
協力：工学系研究科他

○ 高齢者標準社会
○ シルバー･ニューディール
○ モアライフ
○ 市民後見制度

○ e-コーホート
○ 医療情報の２次利用のルール
○ 患者安全

○ レギュレトリー･サイエンス
○ ヘルス･テクノロジー･アセスメント
○ トランスペアレンシー

○ 安心して暮らせる活力ある長寿社会の
　 実現を目指して
○ シルバーニューディールでアクティブ･
　 エイジング社会を目指す（最終提言）

○ クラウドコンピューティングと医療情報
　 への適用
○ クリニカルデータ国際シンポジウム

○ 超音波治療機器パネルディスカッション

○ 高齢社会に関する国際シンポジウム
　（ドイツ他、2010 年 10月）

○ ハーバード･ＭＩＴ･インペリアルカレッジ  
　 ロンドン等とのネットワーク
○ ＷＨＯ（Patient Safety の次世代 ICPS）

【政策ビジョン研究センターオリジナル用語】

　高齢化社会の潜在的な需要とわが国が持つ新
技術やアイデア、地域資源等の供給サイドの力と
を結びつけることで、新たな産業・雇用を創造す
ると同時に、社会の高齢化に伴う課題解決の実現
を目指す政策。高齢社会の基盤整備にあたっては、
マイホーム / マイタウンで暮らし続けるための街づ
くりや住宅、交通、地域社会とのつながり、予防・
ケア等で潜在的な需要が見込まれる。これに対し
オンデマンドバスやパーソナルモビリティ、見守り
コミュニティシステム、転倒予防等の新技術・知
識はこれらの需要に応えうるものであり、国内だ
けでなく、欧州等の高齢化先進国や今後高齢化
を迎えるアジア諸国への展開も期待される。

　急速に高齢化が進む社会において経済活力を
維持し、国民の幸福実感を高めていくために、高
齢者の身体・認知能力を社会の標準として再設計
された社会。わが国では、社会の高齢化がかつて
ないスピードで進んでいるが、医療の高度化等に
伴って、高齢者の中の健康人口も増加しており、
社会において大きな位置づけを占めている。概ね
健康な状態にある高齢者が、身体・認知能力の
低下を補いつつ快適な社会生活を営むためには、
住宅・街づくり、交通、コミュニケ―ションのイ
ンタフェース、地域社会活動、後見制度等、多岐
に渡る領域での大規模な社会変革が必要となる。

シルバーニューディール

高齢者標準社会
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お知らせ
お知らせ
大学院理学系研究科・理学部

「サイエンスギャラリー美術作品展示企画」
宇宙膨張進化の視覚伝達装置
― ビッグバンと宇宙の晴れ上がり ―

　美術家の藤掛正邦氏に作品制作をご依頼し、理学部サ
イエンスギャラリーにおいて、初めての科学と芸術のコ
ラボレーション美術作品を展示しています。
　作品は、「宇宙の創成」より着想を得て制作された動
きと変化のあるワイヤー・アートです。宇宙膨張進化の
円錐形フォルムをワイヤーで立体化した中に、ビッグバ
ン（火の玉宇宙）と、宇宙の晴れ上がり（観測できる宇
宙最古の光）のイメージを造形表現しています。
　中高校生、大学生、一般の方と多くの方々に是非ご覧
いただき、学内外の新しい交流の機会となれば幸いです。

展示場所：本郷キャンパス 理学部１号館中央棟１階
　　　　　「サイエンスギャラリー」内
展示期間：2011 年２月 16 日（水）～８月末 
展示時間：平日 9:00 ～ 16:30
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/info.html?id=2673
主催：理学系研究科広報委員会
問い合わせ先：理学系研究科 ･ 理学部広報室
TEL:03-5841-7585
E-mail:kouhou@adm.s.u-tokyo.ac.jp

作品：宇宙膨張進化の視覚伝達装置

●藤掛正邦 氏 プロフィール

　東京藝術大学大学院 美術研究科視覚デザイン専攻 修
士課程修了後、（株）電通にアートディレクターとして
入社し各広告賞受賞。独立後、ワイヤー・アートで舞台
美術・CM・ポスター・書籍表紙・ディスプレイ等でも
各賞を受賞し活躍されている。
　現在、文教大学情報学部広報学科教授。

お知らせ
保健・健康推進本部

３地区保健センター「新入生健康診断実施に
伴う休診のお知らせ」

　保健・健康推進本部では例年４月上旬から中旬にかけ
て駒場キャンパスにおいて新入生健康診断を行ってい
ます。３地区（本郷・駒場・柏）の保健センター全体
で健康診断業務に対応することとなりますので４月５日

（火）、６日（水）、７日（木）を休診とさせていただきます。
また、上記３日間のほかにも４月中旬ごろまで新入生健
康診断に関係する業務のために、やむを得ず休診や診療
時間の短縮など業務時間に変更等が生じる場合がありま
すので予めご了承ください。
　各地区の保健センターへお越しになる際にはご面倒で
も下記ホームページをご覧いただくか、電話等で状況を
確認してからお越しになるようお願いいたします。
　学生、教職員の皆様には大変ご不便をおかけしますが、
何卒ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。

【問合せ先】
保健・健康推進本部
URL：http://www.hc.u-tokyo.ac.jp/
本郷保健センター：電話 03-5841-2575・2574
　　　　　　　　　内線 22575・22574
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駒場保健センター：電話 03-5454-6080
　　　　　　　　　内線 46080
柏保健センター：電話 04-7136-3040　内線 63040

お知らせ
アイソトープ総合センター

平成 23 年度新規放射線取扱者全学一括講習
会開催のお知らせ

　本学においてアイソトープや放射線発生装置等を使用
する人（放射線取扱者）は、所属部局で登録し、放射線
安全取扱・法令等の教育・訓練を受講し、放射線取扱者
健康診断を受診することが必要です。とくに、新たに放
射線取扱者になろうとする人は、予め所属部局に登録申
請し、全学一括で開催される新規放射線取扱者講習会を
受講することが義務づけられています。全学一括の新規
放射線取扱者講習会には、研究等に放射線を利用する人
を対象とする「RIX コース」・｢X 線コース｣ と、放射線
診療従事者を対象とする ｢診療放射線コース｣・｢核医学
コース｣ があります。放射線取扱の内容により受講が必
要なコースが異なります。平成 23 年度の全学一括新規
放射線取扱者講習会の開催予定は以下のとおりです。な
お、４月 25 日と６月 14 日に柏キャンパスで実施される
講義以外はアイソトープ総合センターの教育訓練棟で実
施します。

１．RIX コース

開催回 区分1 講義日 実習日
募集
人員

第 27 回 B 4 月 11 日（月）2 4 月 13 日（月） 60 人

第 28 回

B-1 4 月 22 日（金）2 4 月 26 日（金）

120 人B-2 4 月 22 日（金）2 4 月 27 日（金）
B-3 4 月 25 日（月） 4 月 26 日（月）
B-4 4 月 25 日（月） 4 月 27 日（月）

第 29 回
A 5 月 10 日（火）2 5 月 11 日（水） 40 人
S 5 月 10 日（火）2 5 月 12 日（木）

13 日（金）
40 人

第 30 回 B-1 5 月 27 日（金） 5 月 30 日（月） 60 人
B-2 5 月 27 日（金） 5 月 31 日（火） 30 人

第 31 回

B-1 6 月 14 日（火）2,3 6 月 21 日（火）

120 人B-2 6 月 14 日（火）2,3 6 月 22 日（水）
B-3 6 月 20 日（月） 6 月 21 日（火）
B-4 6 月 20 日（月） 6 月 22 日（水）

第 32 回
B 7 月 22 日（金）2 7 月 25 日（月） 40 人
S 7 月 22 日（金）2 7 月 26 日（火）

27 日（水）
40 人

第 33 回 B 9 月 26 日（月） 9 月 27 日（火） 60 人
第 34 回 B 10 月 17 日（月）10 月 18 日（火） 60 人
第 35 回 B 11 月 21 日（月）11 月 22 日（火） 60 人
第 36 回 B 1 月 12 日（木）2 1 月 13 日（金） 60 人

第 37 回 B 2 月 22 日（水） 2 月 23 日（木） 60 人

２．英語 RIX コース

開催回 区分1 講義日 実習日
募集
人員

第 20 回 B-1 5 月 27 日（金） 5 月 30 日（月） 10 人
B-2 5 月 27 日（金） 5 月 31 日（火） 10 人

第 21 回 B-3 6 月 20 日（月） 6 月 21 日（火） 10 人
B-4 6 月 20 日（月） 6 月 22 日（水） 10 人

第 22 回
B 7 月 22 日（金）2 7 月 25 日（月） 10 人
S 7 月 22 日（金）2 7 月 26 日（火）

27 日（水）
10 人

第 23 回 B 9 月 26 日（月） 9 月 27 日（火） 10 人
第 24 回 B 10 月 17 日（月）10 月 18 日（火） 10 人
第 25 回 B 11 月 21 日（月）11 月 22 日（火） 10 人
第 26 回 B 1 月 12 日（木）2 1 月 13 日（金） 10 人
第 27 回 B 2 月 22 日（水） 2 月 23 日（木） 10 人

３．X 線コース

開催回 講義日 募集人員

第 144 回 4 月 11 日（月）2  60 人
第 145 回 4 月 25 日（月）3  60 人
第 146 回 5 月 2 日（月） 100 人
第 147 回 5 月 10 日（火）2  30 人
第 148 回 5 月 27 日（金）  30 人
第 149 回 6 月 14 日（火）2,3  60 人
第 150 回 6 月 20 日（月）  60 人
第 151 回 7 月 22 日（金）2  30 人
第 152 回 9 月 26 日（月）  60 人
第 153 回 10 月 17 日（月）  60 人
第 154 回 11 月 21 日（月）  60 人
第 155 回 1 月 12 日（木）2  60 人
第 156 回 2 月 22 日（水）  60 人

４．英語Ｘ線コース

開催回 講義日 募集人員

第 39 回 5 月 2 日（月） 10 人
第 40 回 5 月 27 日（金） 10 人
第 41 回 6 月 20 日（月） 10 人
第 42 回 7 月 22 日（金）2 10 人
第 43 回 9 月 26 日（月） 10 人
第 44 回 10 月 17 日（月） 10 人
第 45 回 11 月 21 日（月） 10 人
第 46 回 1 月 12 日（木）2 10 人
第 47 回 2 月 22 日（水） 10 人

1　区分 B は一般コース、A は加速器・SOR コース、S
はライフサイエンスコースです。
一般コースは「非密封 RI の安全取扱と放射線の測定実
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験」を、加速器・SOR コースは「加速器の安全取扱に
関わる講義と実習」を、ライフサイエンスコースは「ノ
ザンブロッティングにおける放射性同位元素と蛍光の検
出感度の違いに関する実習」を行います。ライフサイエ
ンスコースの実習は２日間（午後のみ）です。
2　講義日に放射線取扱者健康診断を受診できます。
3　４月 25 日と６月 14 日は柏キャンパスで講義を実施
します。

　RIX コースに参加するには、まず部局での放射線取
扱者登録申請・講習会申込書の提出が必要です。アイソ
トープ総合センターで直接申込みを受け付けることは
できません。放射線取扱者登録申請手続きの手順及び放
射線取扱者講習会の開催日程と募集については、アイソ
トープ総合センターのホームページ（http://www.ric.
u-tokyo.ac.jp）でも案内しています。また、RIX コース
の実習に参加する前に放射線取扱者取扱前健康診断の
受診が必要です。保健・健康推進本部のホームページ

（http://www.hc.u-tokyo.ac.jp）で、健康診断の日程が確
認できます。４月に開催される RIX コースの受講希望
者は、できるだけ早く所属部局の事務室または放射線管
理室へお申し込みください。（締め切り日は部局により
異なりますので確認してください。）
　非密封 RI、加速器、（SOR 利用も含む）を使用する
方は RIX コースの受講が必須です。RIX コースには３
つのコース（B, A, S）がありますが、どれを受講され
ても構いません。RIX コースを修了すれば、X 線コー
スも終了した事になります。
　なお、X 線コースだけの受講については、事前の申し
込みは不用ですので、当日、申込書を持って会場におい
でください。但し、先着順で受付を行い、募集人員を超
えた場合、及び、定員に満たない場合でも、講義開始時
刻に遅れた方は参加頂けませんので注意してください。
一方、以前より放射線取扱者である人は、毎年、それぞ
れの部局で再教育を受けることが法令により定められて
います。実施内容や方法については、それぞれ所属の研
究室や部局の担当者に確認してください。
  アイソトープ総合センターでは、本学の放射線取扱者

（約6,000名）についての再教育における参考資料として、
毎年、年度始めに小冊子「放射線取扱者再教育用資料」
を、登録されている取扱者全員に配布しております。平
成 23 年度に配付する「再教育用資料 No.29（2011）」の
内容は、「重粒子線加速器の医学利用」、「汚染検査・汚
染除去」、「ノザンブロッティングにおける放射性同位体
法と蛍光法の検出感度の違い」です。資料が配付されま
したら目を通して頂き、今後の研究および放射線管理の
参考にしてください。

お知らせ
情報基盤センター

「はじめての論文の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　新学期の早いうちに、講習会に参加して、論文の探し
方の基本をマスターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、定期的に、

“情報探索ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
　※自宅からの利用方法はどのコースでも説明します。

■ ４/11（月）12:10 ～ 12:30
　　自宅から検索するには？（20 分ワンポイント講習）
　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCS アカウント認証による SSL-VPN Gateway サービ
スを紹介します。

■ ４/22（金）15:00 ～ 16:00　はじめての論文の探し方
■ ４/26（火）15:00 ～ 16:00　はじめての論文の探し方
　「文献検索は初めて」という初心者向けにゆっくりと、
文献リストの読み取り方、図書、雑誌、日本語論文 (CiNii)、
英語論文 (Web of Science) の基本的な探し方を実習しま
す。（同内容で 2 回実施します。ご都合の良い方にご参
加ください。）

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー
　（ECCS 無線 LAN 対応ノート PC 持込 OK）

●参加費：無料

●予約不要　各回先着 14 名。直接ご来場ください。
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※上記の他に、本学の図書館所蔵の本や雑誌を検索する
「東京大学 OPAC」の講習会も実施します。
（参照：別記事「“総合図書館オリエンテーション”実施
のお知らせ　～新しくなった OPAC の使い方も講習し
ます～」）

★授業・ゼミでも講習します！
　論文の探し方の出張講習を、随時受付中です（無料）。
　授業やゼミの内容に合わせて講習いたします。会場の
ことなど、ご相談に応じます。まずはお気軽にお問い合
わせください。どのキャンパスでも OK です。
　過去の実施例は以下の URL でご覧いただけます。

（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

★ Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 

（* は @ に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

お知らせ
情報基盤センター

“総合図書館オリエンテーション”実施のお知らせ
～新しくなったOPACの使い方も講習します～

　本郷キャンパスにある「総合図書館」を知っています
か？活用していますか？
　４月に下記の日程で“総合図書館オリエンテーション”
を、総合図書館と情報基盤センター図書館電子化部門の
共催で実施します。
　春から初めて総合図書館を利用される方はもちろん、
これまで利用したことのある方も、オリエンテーション
に参加して、ぜひ総合図書館を使いこなしてください。
　新しくなったOPACの講習会もあります。便利になっ

た OPAC の使い方を、この機会にマスターしましょう。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。
※英語コースもあります。留学生のみなさんにもお声か
けください。

●集合場所：
　本郷キャンパス総合図書館１階　総合案内カウンター
　（予約不要。直接お越しください。）

●内容：（１コマだけでも参加ＯＫ）
・「OPAC 入門」：東京大学 OPAC の使い方（蔵書検索）、
　 　　　　　　 電子ジャーナルの探し方
・「利用案内」：総合図書館の利用案内
・「書庫案内」：総合図書館書庫の案内、利用法
・「国際資料室案内」：国際資料室の案内と
　　　　　　　　　　インターネットによる検索

●参加費：無料

●日程：（１コマだけでも参加ＯＫ）
■ ４/12（火）
　　11:00-11:30　ＯＰＡＣ入門
　　11:30-12:00　利用案内
　　12:00-12:30　書庫案内
■ ４/13（水）
　　13:00-13:30　ＯＰＡＣ入門【英語コース】
　　13:30-14:00　利用案内【英語コース】
　　14:00-14:30　書庫案内【英語コース】
■ ４/14（木）
　　13:00-13:30　ＯＰＡＣ入門
　　13:30-14:00　利用案内
　　14:00-14:30　書庫案内
■ ４/18（月）
　　15:00-15:30　ＯＰＡＣ入門
　　15:30-16:00　利用案内
　　16:00-16:30　書庫案内
■ ４/19（火）
　　13:00-13:30　ＯＰＡＣ入門【英語コース】
　　13:30-14:00　利用案内【英語コース】
　　14:00-14:30　書庫案内【英語コース】
■ ４/20（水）
　　12:00-12:30　ＯＰＡＣ入門
　　12:30-13:00　利用案内
　　13:00-13:30　書庫案内
　　14:00-14:45　国際資料室案内
■ ４/22（金）
　　13:00-13:45　国際資料室案内
　　17:00-17:30　ＯＰＡＣ入門
　　17:30-18:00　利用案内
　　18:00-18:30　書庫案内
■ ４/26（火）
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　　13:00-13:30　ＯＰＡＣ入門
　　13:30-14:00　利用案内
　　14:00-14:30　書庫案内

“General Library Library Tour in English”
Apr.13 (Wed.)
　　13:00-13:30　OPAC Course
　　13:30-14:00　Library Tour
　　14:00-14:30　Guide to the Stacks
Apr.19 (Tue.)
　　13:00-13:30　OPAC Course
　　13:30-14:00　Library Tour
      14:00-14:30　Guide to the Stacks

 It is not necessary to attend all 3 courses. Participants 
can join each course of 30 minutes.
 The Library Tour will show you not only its rich 
collections but also materials and facilities provided 
for you, such as foreign newspapers, foreign TV, and 
computers.
 The OPAC Course is an introductory course to online 
catalogs and e-journals. (This session off ers a hands-on 
approach by using computers.)
 No advance reservation is required. Free of charge.
 Please come to the General Information Desk of the 
General Library (Hongo Campus) before the scheduled 
time.

※上記の他に、情報探索ガイダンス「はじめての論文の
探し方」などの講習会も実施します。

（参照：別記事「「はじめての論文の探し方」ほか“情報
探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ」）

●問い合わせ：
総合図書館　参考調査係
03-5841-2647（内線：22647）
sanko * lib.u-tokyo.ac.jp

（* は @ に置き換えて送信してください。）
http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/sogoto/

情報基盤センター　学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 

（* は @ に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お知らせ
大学院理学系研究科・理学部

第 71 回小石川植物園市民セミナーのご案内

　小石川植物園後援会が主催する第 71 回小石川植物園
市民セミナーが下記の通り開かれます。今回は、本学大
学院理学系研究科の清水淳子博士による、日光植物園の
サクラについての講演です。日光植物園に植栽されてい
るサクラの種類、育成・管理、病虫害とその防除などに
関する講演の後には、清水博士の案内による園内のサク
ラ類の観察も予定されています。本学関係者に限らず、
どなたでも参加できます。どうぞ皆様お誘い合わせの上、
是非ご参加下さいますよう、ご案内申し上げます。
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講師：清水　淳子（東京大学大学院理学系研究科）
演題：「日光植物園のサクラ類 －その保全と管理－」
日時：４月 23 日（土）14：00 ～ 16：00
場所：理学系研究科附属植物園日光分園（日光植物園）
　　　庁舎
参加費：無料（但し、一般の方は入園料が必要です）
参加申込方法：４月 15 日までに、往復葉書または電子
メールにて後援会までお申し込み下さい。返信葉書ない
し返信メールが招待状となります。なお参加ご希望多数
の際は、お申し込み順に従い受付が締め切られることが
あります。悪しからずご了承下さい。
主催・参加申込先：
〒 112-0001　文京区白山 3-7-1
東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
小石川植物園後援会
koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp
問い合わせ先：理学系研究科附属植物園
　　　　　　　杉山宗隆准教授（03-3814-0368）

お知らせ
大学院理学系研究科・理学部

第 19 回理学部公開講演会の開催

｢身近で大きな理学｣
　
　理学という言葉を、普段の生活で使うことはあまりあ
りません。
　素粒子・ビッグバンなど、あこがれとともに雲をつか
むような話題ばかりが目立ちますが、本来「なぜだろう」
という疑問が出発点の理学には、身近なところにも実は
おもしろい研究テーマが隠れています。今回は、われわ
れの周囲をとりまく大気・植物・経済について、理学的
アプローチで取り組む研究を３つとりあげます。

日時：  ４月 24 日（日）14:00 ～ 16:40（13:00 開場）
　　　  ＊終了後、講演者との歓談の時間を設けます。
会場：  本郷キャンパス　安田講堂
入場：  無料 　事前申し込み不要
　　　  どなたでもご参加いただけます。
定員：  700 名（当日先着順）

講演内容：
「大型レーダーが拓く新しい南極大気科学」
佐藤　薫（理学系研究科地球惑星科学専攻　教授）

「数学は経済を動かすか？：数学の応用の１つのありか
た」
山本昌宏（数理科学研究科　教授）

「鉢植えから植物の多様性と進化を掘り出す」
邑田　仁（理学系研究科附属植物園長　教授）

中継：インターネット配信を予定。
主催・問い合わせ先：　
大学院理学系研究科・理学部広報室
TEL：03-5841-7585　
E-mail: kouhou@adm.s.u-tokyo.ac.jp
URL:http://www.s.u-tokyo.ac.jp/PL19

お知らせ
附属図書館

平成 23 年度夏学期総合図書館備付け図書の
推薦について

　総合図書館では、学生の学習・研究を助け、また教養
をより豊かにするために、全学の教員 ( 常勤講師以上 )
から図書を推薦していただく制度を設けております。
　つきましては、平成 23 年度夏学期に向けて下記のと
おり図書の推薦をお願いいたします。

1 推薦の範囲
　（1）講義に密着した図書は、本郷キャンパスの講義を
　　　対象とします。
　（2）その他、学生の教養書としてふさわしいものをご
　　　推薦ください。
　　　ただし、雑誌および学生にとってあまりに高度な
　　　専門図書は除いてください。

2 推薦締切り　
　　講義に密着した図書は、平成 23 年４月 28 日 ( 木 )
　　その他の図書の推薦は常時受け付けます。

3 推薦方法
　総合図書館備付け図書推薦要領によります。
※推薦要領は、各部局図書館 ( 室 ) に備付けております。

4 問合せ先
　　附属図書館情報管理課選書受入係
　　　内線： 22626
　　　e-mail： sen@lib.u-tokyo.ac.jp

＊附属図書館 Web サイト
（http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/）

上記サイトの「ニュース」にある「総合図書館備付け
図書の推薦について（04/01）」もご参照ください。
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人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（昇　　任）

23.2.16 門野　岳史 大学院医学系研究科准教授 医学部講師
23.2.16 河合祥一郎 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
23.3.1 秋山　聰 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科准教授
23.3.1 伊藤　恭子 大学院理学系研究科准教授 大学院理学系研究科助教
23.3.1 高橋　美保 大学院教育学研究科准教授 大学院教育学研究科講師
23.3.1 徳永　朋祥 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院新領域創成科学研究科准教授

（配 置 換）
23.3.1 辻井　潤一 大学院情報理工学系研究科教授 大学院情報学環教授

（兼 務 命）

23.2.16 長谷川壽一 大学院総合文化研究科長
教養学部長 大学院総合文化研究科教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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特集
02 「卒業生室」の活動とは？

NEWS
一般ニュース

05 本部評価・分析課
平成 23年度　学科の設置等について

06 本部管理課
地域とつながる　―柏ロッジの国際交流―

07 海洋アライアンス
女子中高生・女子大生を対象とした「海のプロ
フェッショナル－海洋学への招待状－」出版記
念セミナー開催

08 国際本部
日本語教育センター 2010 年度冬学期「集中日
本語コース・学術日本語コース」修了式が行わ
れる

10 本部入試課
平成 23 年度外国学校卒業学生特別選考の第１
次選考合格者が決まる

11 本部入試課
第２次学力試験（前期日程・後期日程）の出願
受付終わる

12 本部入試課
平成 23 年度第２次学力試験（前期日程）第１
段階選抜合格者が決まる
部局ニュース

13 大学院総合文化研究科・教養学部
部局長の交代

14 退職教員の紹介
17 大学院総合文化研究科・教養学部

駒場Ⅰキャンパスで「研究科長と留学生との懇
談会」開催される

18 大学院工学系研究科・工学部
工学系研究科共通科目「創造性工学プロジェク
ト」でラリー・モンテカルロ・ヒストリックを
総合 42位完走

19 地震研究所
霧島に臨時観測室設置

19 大学院教育学研究科・教育学部
附属バリアフリー教育開発研究センター主催国
際シンポジウム『人と人との間のバリアフリー』
開催

20 物性研究所
第７回物性研技術発表会開催される

21 大学院教育学研究科・教育学部
教育学部附属中等教育学校で平成 22 年度サイ
エンス・パートナーシップ・プロジェクト行わ
れる

コラム
22 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第６回
22 インタープリターズバイブル　vol.44
23 Crossroad　産学連携本部だより　vol.64
24 Policy + alt　vol.18
25 PCリユースのわ　第 17回
25 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 61回
26 コミュニケーションセンターだより No.74

INFORMATION
お知らせ

28 大学院理学系研究科・理学部
「サイエンスギャラリー美術作品展示企画」宇宙
膨張進化の視覚伝達装置― ビッグバンと宇宙の
晴れ上がり ―

28 保健・健康推進本部
３地区保健センター「新入生健康診断実施に伴
う休診のお知らせ」

29 アイソトープ総合センター
平成 23年度新規放射線取扱者全学一括講習会
開催のお知らせ

30 情報基盤センター
「はじめての論文の探し方」ほか“情報探索ガイ
ダンス”各種コース実施のお知らせ

31 情報基盤センター
“総合図書館オリエンテーション”実施のお知ら
せ
～新しくなったOPACの使い方も講習します～

32 大学院理学系研究科・理学部
第 71回小石川植物園市民セミナーのご案内

33 大学院理学系研究科・理学部
第 19回理学部公開講演会の開催

33 附属図書館
平成 23年度夏学期総合図書館備付け図書の推
薦について

事務連絡
34 人事異動（教員）

淡青評論
36 ポスドク時代

編 集後 記
　この場を借りてご説明させていただくと、この 1410 号は
原稿の締切が２月 28 日、入稿が３月４日、発行が３月 24 日
のため、基本的には２月時点の情報が掲載されています。東
北地方太平洋沖地震の後、変更になってしまったことがある
かと思いますが、何卒ご容赦ください。最新の情報は是非各
所のウェブサイト等でご確認ください。
　表紙写真には３月 10 日の合格発表の風景を選びました。
合格発表が始まる瞬間を特等席で見させていただきました
が、ラグビー部とアメフト部の学生たちが掲示板の両サイド
から少しずつ前に進んでいって合格発表がはじまる、という
のは何か独特な儀式をみているようで面白かったです。受
験生の晴れやかな笑顔がまぶしい一日でした。（花粉も大量
に飛散していて目をあけられなかったというのもあります
が。）
　その翌日に、地震が起こり、それまでと全てが変わって
しまいました。果たしてこの学内広報も無事に発行されるの
か！？胸が苦しくなるようなニュースや、余震や不安な情報
で眠れない日が続きますが、被災された方やまわりの人たち
のことを思いながら、日々踏ん張っていきたいです。（ふ）

◆表紙写真◆
平成 23年度合格発表（前期日程）のひとこま



淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。

No.1410　2011 年 3月 24 日

東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

ポスドク時代

という事を言い渡された。正直いってやや焦った。と同時に、契約のもとで働いているというプ
ロ意識を強力に植え付けられた。幸いにも任期の更新ができ、同じ大学で２年半のポスドク生活
を送った。研究者人生の中では、ごく短い期間ではあったが、振り返ると、３０代前半に通過し
た「ポスドク時代」には、職業研究者としてのアイデンティティを確立していく段階としての特
別の意味があったと思う。上述のようなプロ意識の形成、不安定な状況下での自己管理の工夫、
指導スキルの習得、自己アピール力の研鑽、人脈形成などなど。また、ポスドクには大学の管理
運営や教育に関する業務が全く課せられなかった為、全力を傾注して研究に没頭することができ
た。これが最も楽しかった事である。
　さて、今日の我が国では、いわゆる「ポスドク問題」が深刻である。博士学位取得者の需要と
供給の不均衡という構造的な観点から様々な議論がなされているが、「ポスドク＝定職につけな
い不幸な状態」という論調に首を傾げることもある。若い研究者の知的エネルギーを大学に取り
込みつつ、厳しい競争と切磋琢磨の雰囲気の中で職業研究者を養成するという、ポスドク制度の
積極的な意義が見失われているからだ。需要や供給に関する議論も必要だが、大学としては、プ
ロ養成システムとしての機能強化の可能性を追求するのが重要であろう。そして、ポスドク諸君
には「タフであれ」と言いたい。

永田　俊（大気海洋研究所）

　２０年以上前の事になる。学位を取得はしたものの就職が見つか
らず、アルバイトをしながら無給の研究員として出身研究室に在籍
させて貰っていた。そんなある日、米国の大学でポスドクの職が見
つかり、これ幸いと渡米することになった。到着して間もなく、ボ
スから「君の契約は１年ポッキリ。そのあとは保証できない。すぐ
に次の就職先を探し始めなさい」「一流誌に載るような論文を１年
間で１報以上ものにできなかったら、その先は諦めたほうがいい」

学内広報において、一部誤りがありましたので
訂正いたします。関係部署および関係者の皆様
に深くお詫び申し上げます。

No.1409（2011.2.22）
25 ページ：事務連絡　人事異動（教員）
表内　上から 3行目　左から 3列目
（誤）大学院工学系研究科准教授
（正）辞職
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